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令和３年度 第８回 ネット・モニターアンケート 

水上交通の活性化について 

■アンケートの趣旨 

名古屋市では、水辺を活用した魅力向上を図るため、中川運河・堀川・名古屋港を連

絡する水上交通ネットワークを構築し、水上交通の活性化を目指しています。その課題

を整理するため、中川運河では平成 29 年度から土日祝日を中心に「クルーズ名古屋」

の定期運航、堀川では平成 30 年度から期間限定で「堀川クルーズ」を運航しています。

このアンケートは、市民の皆さまに水上交通に対する意識や活性化に向けたご意見

をおたずねし、今後の参考とするものです。 

■説明・前提条件 

Ｑ１：必須 

・選択数１つ 

Ｑ２：Ｑ１の選択による

・選択制限なし 

Ｑ３：必須 

・選択数１つ 

Ｑ４：必須 

・選択数１つ 

Ｑ５：必須 

・選択数１つ 

Ｑ６：Ｑ５の選択による

・選択制限なし 

Ｑ７：必須 

・選択数１つ 

Ｑ８：Ｑ７の選択による

・選択制限なし 

Ｑ９：必須 

・選択数１つ 

Ｑ10：必須 

・選択数１つ 

Ｑ11：必須 

・選択制限なし 

Ｑ12：必須 

・選択制限なし 

Ｑ13：必須 

・選択制限なし 

Ｑ14：任意 

・自由記載 

► 年代・居住区・性別の属性は事前に登録されたモニターの属性から取得 

► 比率はすべて、各質問の回答者数に対するパーセントで表し、小数点以下第 2位を四捨五入し

て算出（このため、合計が 100%にならないことがある） 

► 複数回答が可能な質問については、各項目の比率の合計は通常 100%を超える 

■アンケート実施期間 

令和３年 12 月３日（金） から 令和３年 12 月 13 日（月）まで 

■モニター数・アンケート回答数 

対象モニター数： 500 人  回答数： 447 人 有効回収率： 89.4％ 

■問い合わせ先 

調査テーマに関すること

住宅都市局 名港開発振興課 

電話：052-972-2716  ＦＡＸ：052-972-4161 

E-Mail：a2784@jutakutoshi.city.nagoya.lg.jp 

調査概要に関すること

スポーツ市民局 広聴課 

電話：052-972-3140  ＦＡＸ：052-972-3164 

E-Mail：net-moni01@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp 
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回答集計 
※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

【参考資料】 

添付１：水上交通運航ルート

＜中川運河における定期運航「クルーズ名古屋」について＞ 

中川運河は、昭和5年の開通以来、名古屋の都心と名古屋港を結ぶ水運による物流の軸として、

名古屋の経済・産業の発展を支えてきました。現在は、物流としての役割は小さくなっていま

すが、昭和の面影を残す倉庫群、橋梁、樹木など、歴史的なたたずまいを醸し出す運河特有の

空間が存在しています。 

こうした歴史的背景を持つ中川運河において、都心と港エリアを繋ぎ、港のにぎわいを創出す

るとともに、将来の持続的な定期運航の実現に向けた課題を整理するため、名古屋市は「クル

ーズ名古屋」を運航しています。「クルーズ名古屋」は、平成29年10月に運航を開始し、名古屋

駅の南に位置するささしまライブから港エリアをつなぎ、土日祝日を中心に運航しています。 

【参考資料】関連リンク：クルーズ名古屋 

https://cruise-nagoya.jp 

Ｑ１【※必須】あなたは、「クルーズ名古屋」を知っていましたか。（選択は１つ） 

Ｎ＝447 

知っていた

62.2%

知らなかった

37.8%

無回答

0.0%
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【Ｑ２はＱ１で、「クルーズ名古屋」を知っていたと答えた方（「知っていた」と回答した

方）におたずねします】 

Ｑ２ あなたは、「クルーズ名古屋」を何から知りましたか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝278 

11.2%

43.9%

39.9%

15.1%

10.4%

4.0%

7.2%

0.7%

14.0%

22.7%

3.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族や友人などから教えてもらった

広報なごや

テレビ・ラジオ番組

新聞・雑誌

ウェブサイト

SNS（Facebook、twitter、

instagram、YouTubeなど）

案内チラシ

旅行会社から聞いた

ポスターや案内板

船が運航している様子を見た

その他

無回答
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【すべての方におたずねします。】 

Ｑ３【※必須】あなたは、これまで、「クルーズ名古屋」に乗船したことがありますか。 

（選択は１つ）

Ｎ＝447 

Ｑ４【※必須】あなたは、今後、「クルーズ名古屋」に乗船したいと思いますか。 

（選択は１つ）

Ｎ＝447 

ある

6.7%

ない

93.3%

無回答

0.0%

乗船したいと思う

33.1%

どちらかといえば

乗船したいと思う

42.1%

どちらかといえば

乗船したいと思わない

14.3%

乗船したいと思わない

10.5%

無回答

0.0%
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＜堀川における水上交通について＞ 

堀川は、慶長 15 年（1610 年）名古屋城築城と時を同じくして福島正則により開削されたと伝

えられており、名古屋の中心部を南北に貫いています。堀川の歴史的な背景を活用し、沿川の

名古屋城、納屋橋、宮の渡し（熱田神宮）などの観光拠点を結ぶ水上交通を運航することで、

名古屋城から熱田に通じる歴史軸上の魅力向上への期待が多くの方から高まっています。  

現在、堀川では、主に民間事業者による貸切船が運航されていますが、将来、市民や来訪者が

利用しやすい定期的な運航を実現するため、名古屋市は平成 30 年度から期間限定で社会実験

として「堀川クルーズ」（※）を行ってきました。 

※令和 3 年度は、新型コロナ感染症の影響により実施時期を調整中 

【参考資料】 

添付２：堀川クルーズチラシ

Ｑ５【※必須】あなたは、「堀川クルーズ」を知っていましたか。（選択は１つ） 

Ｎ＝447 

知っていた

52.6%知らなかった

47.4%

無回答

0.0%
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【Ｑ６はＱ５で、「堀川クルーズ」を知っていたと答えた方（「知っていた」と回答した方）に

おたずねします。】 

Ｑ６ あなたは、「堀川クルーズ」を何から知りましたか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝235 

13.2%

42.6%

37.0%

20.0%

8.9%

4.3%

7.2%

3.0%

11.1%

23.8%

2.6%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族や友人などから教えてもらった

広報なごや

テレビ・ラジオ番組

新聞・雑誌

ウェブサイト

SNS（Facebook、twitter、

instagram、You Tubeなど）

案内チラシ

旅行会社から聞いた

ポスターや案内板

船が運航している様子を見た

その他

無回答
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【すべての方におたずねします。】 

堀川では、名古屋市が期間限定で実施してきた「堀川クルーズ」のほか、民間事業者による貸

切船が運航されています。「堀川クルーズ」では、平成 30 年から令和 2年にかけて毎年 11 月

に名古屋城に近い朝日橋から宮の渡しやガーデンふ頭までを結ぶ定期運航を行いました。民間

事業者による貸切船は原則事前予約が必要で、一船貸し切りでの利用など、少人数から大人数

まで楽しめる運航が行われています。

Ｑ７【※必須】あなたは、これまで、堀川で運航している船（民間事業者が実施している貸

切船か名古屋市の実施した「堀川クルーズ」かは問いません）に乗船したことはありま

すか。（選択は１つ）

Ｎ＝447 

【Ｑ８はＱ７で、堀川で運航している船に乗船したことがあると答えた方（「ある」と回答し

た方）におたずねします。】

Ｑ８ あなたが乗船したのは、どの船ですか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝43 

ある

9.6%

ない

90.4%

無回答

0.0%

46.5%

60.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

堀川クルーズ

貸切船など堀川クルーズ以外の船

無回答
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【すべての方におたずねします。】 

Ｑ９【※必須】あなたは、今後、名古屋城に近い朝日橋から宮の渡しやガーデンふ頭を結ぶ

定期運航が実現したら、乗船したいと思いますか。（選択は１つ） 

Ｎ＝447 

乗船したいと思う

32.7%

どちらかといえば

乗船したいと思う

41.8%

どちらかといえば

乗船したいと思わない

13.6%

乗船したいと思わない

11.9%

無回答

0.0%
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＜松重閘門について＞ 

松重閘門（まつしげこうもん）は中川運河と堀川の水位差を調整することで船の通航を可能に

する通船路として昭和 7年に開通した、名古屋の水運物流に欠かせない施設でしたが、輸送形

態が水運から陸運に変化したため、昭和 43 年に閘門機能が閉鎖されました。現在、再び機能

を復旧できるかも含めて調査を行っております。 

この松重閘門が復活すれば、都心部で閘門の通航体験ができるようになり、また、中川運河と

堀川がつながることによって運航ルートが多様化し、水上交通が活性化することが期待される

ため、その整備方法を検討しています。 

【参考資料】 

添付３：松重閘門について 

Ｑ10【※必須】あなたは、松重閘門を知っていますか。（選択は１つ） 

Ｎ＝447 

知っている

58.6%

知らない

41.4%

無回答

0.0%



- 10 - 

松重閘門の整備には、施設の耐震化、多額の事業費、船の需要創出、市民の合意形成などの

課題があります。

Ｑ11【※必須】あなたは松重閘門をどう整備するのがいいと思いますか。 

（選択はいくつでも） 

Ｎ＝447 

35.6%

17.2%

46.8%

2.9%

12.1%

2.9%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

閘門機能を復活させ、中川運河と

堀川を船で通航できるようにする

閘門機能の復活までは行わず、中川運河と

堀川にそれぞれ乗船場を設置し、乗り換える

ことができるようにする

現状のまま、歴史的な

建造物として保存・活用する

整備は必要ない

わからない

その他

無回答
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＜今後の水上交通について＞ 

名古屋市では、より多くの方に水上交通を利用していただくため、これまでに試行運行してき

た「中川運河」「堀川」「七里の渡し」以外のルートの運航も検討しています。Ｑ12 は、【参考

資料】「めぐってみたい水上交通ルート」をご覧いただき、お答えください。 

【参考資料】 

添付４：めぐってみたい水上交通ルート 

Ｑ12【※必須】あなたは将来めぐってみたいルートはありますか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝447 

26.6%

36.0%

40.3%

29.1%

23.9%

30.6%

47.4%

12.8%

2.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

①中川運河

（堀止とガーデンふ頭をつなぐルート）

②堀川

（朝日橋・納屋橋とガーデンふ頭をつなぐルー

ト）

③名古屋港

（ガーデンふ頭と金城ふ頭をつなぐルート）

④中川運河と堀川

（名古屋港を経由して堀止と朝日橋・

納屋橋をつなぐルート）

⑤中川運河と名古屋港

（堀止と金城ふ頭をつなぐルート）

⑥堀川と名古屋港

（朝日橋・納屋橋と金城ふ頭をつなぐルート）

⑦七里の渡し

（宮の渡しと桑名をつなぐルート）

巡ってみたいルートはない

その他

無回答
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Ｑ13【※必須】あなたは、より多くの人が水上交通を利用するために重要なものは何だと思

いますか。（選択はいくつでも） 

Ｎ＝447 

30.0%

27.7%

41.6%

33.3%

30.6%

31.5%

49.0%

47.7%

63.8%

54.6%

41.8%

32.9%

2.5%

7.2%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

デザイン・性能が良い船

船内ガイドなど企画の充実

割引きや特典など沿川施設や

イベントとの連携

ウェブサイトでの事前予約の充実

乗船場の新たな設置・整備

待合施設や観光案内施設の設置など

今ある乗船場の充実

公共交通の充実や駐車場の設置など

乗船場への交通アクセスの向上

レストラン、遊歩道など乗船場付近や

沿川のにぎわい創出

きれいな海や運河や川の水

周辺の景色や開放感、夜景など

船からの眺望

緑・風・鳥・魚など乗船しながら

身近に感じる自然

趣のある橋や周辺の歴史資産

わからない

その他

無回答
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Ｑ14 水上交通の活性化について、ご意見、ご要望があればご記入ください。（自由意見）

Ｎ＝202 

・ 乗ってみたいと思うが、水が綺麗ではないのであまり良く思えない。まずは環境の整備が大

切ではないかと思う。 

・ 緑区在住で堀川、中川運河を身近に感じることがなく、人から教えてもらうまで知りません

でした。 

広報名古屋や新聞など読んでいますが、自分の目には入らなかったようです。とてもいい取

り組みだと感じるし、大々的にＰＲして相乗効果で名古屋がもっと盛り上がるといいです

ね。 

・ 親子や家族、小学校の学年単位などで参加できるイベントを絡めての利用を企画してもらえ

たら、水上交通がもっと身近に感じられると思います。 

・ 東京に行くと都会の川に遊覧船がたくさん運行されています。名古屋も中川や堀川で楽しく

乗れる船が有ればいいなと思うます。ぜひ実現させて下さい。 

・ 沿線地域の商業や産業等を含めた活性化プロジェクトが必要だと思います。 

                                ほか 



- 14 - 

■属性集計
性 別 

全体 男性 女性 

％ 100.0% 52.3% 47.7% 

回答者数 447 234 213 

年 代 

全体 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代
70 歳 

以上 

％  100.0%  0.0%  8.5%  17.9%  16.8%  19.9%  21.9%  15.0% 

回答者数   447   0   38   80   75   89   98   67 

52.3%

47.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

男性

女性

0.0%

8.5%

17.9%

16.8%

19.9%

21.9%

15.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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居 住 区 

全体 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 

％ 100.0% 6.7% 4.0% 8.7% 5.4% 6.3% 3.8% 

回答者数 447 30 18 39 24 28 17 

昭和区 瑞穂区 熱田区 中川区 港区 南区 

5.4% 5.8% 3.4% 7.8% 4.5% 5.1% 

24 26 15 35 20 23 

守山区 緑区 名東区 天白区 

8.1% 10.7% 7.4% 6.9% 

36 48 33 31 

6.7%

4.0%

8.7%

5.4%

6.3%

3.8%

5.4%

5.8%

3.4%

7.8%

4.5%

5.1%

8.1%

10.7%

7.4%

6.9%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

千種区

東区

北区

西区

中村区

中区

昭和区

瑞穂区

熱田区

中川区

港区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区



【参考資料】

添付１：水上交通運航ルート



 水上交通 運航ルート 

ささしまライブ２４地区

松重閘門

名古屋城 

名古屋城 

四
間
道

荒子川公園

名古屋国際 

会議場 

中川口 

通船門 

国際展示場 

リニア・鉄道館 

レゴランド

名古屋駅 

熱田神宮

名古屋港

水族館 

名港トリトン

金山駅 

堀
川

名古屋港 

あ
お
な
み
線

中
川
運
河

白鳥庭園

ささしまライブ

キャナルリゾート

みなとアクルス

ガーデンふ頭

朝日橋

五条橋

納屋橋

宮の渡し

白鳥 

金城ふ頭 

ブルーボネット 

凡例 

    乗船場 

    親水広場 

尾頭橋

中川運河水上交通
「クルーズ名古屋」

堀川水上交通 

「堀川クルーズ」 



【参考資料】

添付２：堀川クルーズチラシ









【参考資料】

添付３：松重閘門について



松重閘門について 

１．概要 

松重閘門は現在、名古屋市指定の文化財として保存されており、この付近は松重閘門

公園として整備されています。高さ20メートルにある尖塔や三角窓は異国情緒を漂わせ、

夜間は、周囲に設けられた 10 基の照明灯がエキゾチックな夜景を醸し出しています。 

２．松重閘門のしくみ 

堀川と中川運河には水位差があるため、かつて松重閘門は水門による水位調整によっ

て船の通航を可能にしていました。船の通航の減少により昭和４３年に機能を停止して

いますが、再び機能を復旧できるかも含めて調査を行っております。復旧した場合、パ

ナマ運河と同形式の水上のエレベーターのような、閘門の通航体験ができるようになり

ます。 

②水門が閉められ、閘門内の水位を
行き先側の水位に合わせる

③行き先側の水門を開き、船
が閘門から出ていく  

③ 

② ① 

①水門が開けられ、船が閘門
内に入る 

中川運河 堀川 



３．松重閘門再生に向けて（中川運河再生計画より）

①機運醸成 

松重閘門の再生に向けて、市民の関心と閘門再稼働の機運を高めるため、見学会や

学習講座、講演会･シンポジウム、写真コンテスト等を開催して松重閘門の認知度を

高め、その歴史的価値を多くの市民と共有します。 

②松重閘門周辺の魅力向上 

松重閘門に至るプロムナードの設置や松重ポンプ所の改修等による水環境の改善に

より、人びとが訪れたくなるような空間を創出します。 

また、コンクリートで固められている中川運河側の水門を撤去し、乗船場として再

生します。 

③松重閘門の復活 

舟運の需要を踏まえ、運河側と堀川側の閘門の水位調節機能を復活させ、中川運河

と堀川を船が行き来できるようにします。 



【参考資料】

添付４：めぐってみたい水上交通

ルート




